
令和２年度水力発電の導入促進のための事業費補助金（水力発電事業性評価等支援事業） ②地方公共団体が行う水力発電事業性評価・公募事業 実施概要                                                     令和３年１月 
 
 

筑後川水系広川における事業性評価調査・事業者公募事業 
１．事業の目的 
   広川町の山間部を抱える上広川地区の振興を図り、再生可能エネルギーの活用を目指すため検討したところ、同地
区 3か所について水力発電の導入の可能性が考えられるため、本事業において小水力発電の事業性評価を行うととも
に事業者の公募を行う。 

 
２．事業の内容 
  （１） 事業者名 
     福岡県広川町 
  （２） 事業名 
     筑後川水系広川における事業性評価調査・事業者公募事業 
  （３） 事業期間 
     平成 30 年(2018 年)８月 ８日 ～ 平成 31年(2019 年) 2 月 25 日 
     平成 31 年(2019 年)４月 23 日 ～ 令和 ２年(2020 年) 2 月 25 日 
     令和 2 年(2020 年)４月 24 日 ～ 令和 ２年(2020 年)11 月 25 日 
 
  （４） 調査を実施する発電設備の概要 
     地点① ダム上流地区       地点②ダム放流口地区        地点③梯地区 

a.発電形式 ： 水路式       a.発電形式 ： ダム式（従属）    a.発電形式 ： 水路式 
b.使用水量 ： 0.52m3/s      b.使用水量 ： 0.39m3/s       b.使用水量 ： 0.27m3/s 
c.有効落差 ： 5.4ｍ         c.有効落差 ： 16.8ｍ         c.有効落差 ： 10.2ｍ 
d.出   力 ： 20.3kW       d.出   力 ： 49.9kW        d.出   力 ： 21.9kW 

 
３．平成 30年度～令和 2年度の事業実施概要 
     ① 流量調査：広川の 3箇所において、流量調査を行った。 
     ② 概略設計：広川の3箇所において、流量調査結果等を用いて流況解析し、発電所や水路等の配置計画、水路

構造物の概略設計を行った。また、機械関係・基本事項の決定等も行った。 
     ③ 概略可能性検討：広川の 3箇所において、発電量を推定し、採算性を検討した。 
     ④ 地点②、地点③について可能性があると判断して公募用パンフレットを作成し、プロポーザルによる発電事業  

者の選定を行った。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図. 流量調査状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
 
 
 
 
     

 
図. 箇所別取水予定地点および発電所予定地 

 
４．事業の成果等 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5．事業スケジュール 

調査内容 H30 年度（実績） H31（R1）年度（実績） R2 年度（実績） 

流量調査    

地形調査    

地質調査    

概略設計・資料作成    

事業性評価    

事業者公募・選定    

 

ダム上流地区 ダム放流口地区 梯地区 

取水予定地点 
(ダム取水塔) 

ダム上流地区 ダム放流口地区 梯地区 

図. 計画平面図（ダム放流口地区） 

発電所配置図 

トランス 抵抗器 

制御盤 

発電機・水車 

分岐バルブ 

図. 計画平面図（ダム上流地区） 

発電所配置図 

トランス 

抵抗器 

制御盤 発電機 

水車 

発電所配置図 

トランス 

抵抗器 

制御盤 

水車 

図. 計画平面図（梯地区） 

平成 30 年度、31 年度において測量、流量調査、地質調査、その他既存資料を基

に、小水力発電事業化に向けた概略設計および概略可能性検討を行った。採算性検

討の結果、3 箇所とも採算が合わない結果となった。採算性を合わせるためには、ダム

放流地区(売電収入が最も高い)では事業費 154,250 千円を 71,500 千円以内に抑える

必要がある。令和 2年度に可能性があると判断した②、③の 2地点について公募を行

い、地点②のみではあるが、2 社の応募があり、1 社を発電事業者として選定した。 


